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令和３年１０月 

交  通  局 

 

山科地域への市バスの運行について 

 

交通局では，山科地域への市バスの運行を，京阪バス株式会社（以下「京阪バス」と

いう）に申し入れ，この間，停留所の共用について調整を重ねてきました。その結果，

京阪バスの御協力が得られたことから，以下のとおり山科地域へ市バスを運行すること

としましたので，御報告します。 

 

 

１ 運行の概要 

⑴ 系統名 

   特８０号系統 

 

⑵ 運行経路及び停車停留所 

  ・往路：河原町三条 → 四条河原町 → 川田道（降車のみ） 

→ 山科西野（降車のみ）→ 山科団地（降車のみ）→ 国道東野 

  ・復路：国道東野 → 四条河原町 → 河原町三条 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 ※京阪バスとの共用停留所 

四条河原町［南行］，川田道［東行］，山科西野［東行］，山科団地［北行］， 

国道東野［西行］（計５箇所） 

産業交通水道委員会資料 

山科 

東野 

御陵 

蹴上 

東山 三条京阪 

京都市役所前 烏丸御池 

川田道［東行］ 
※降車のみ 

山科西野［東行］ 
※降車のみ 

山科団地［北行］ 
※降車のみ 

国道東野（東野駅）［西行］ 
※乗車・降車 

四条河原町 

※乗車・降車 

山科区 

地下鉄東西線
ｎ 

この地図は，以下の著作物を改変して利用しています。 

OpenStreetMap（https://www.openstreetmap.org/） 

クリエイティブ・コモンズ・ライセンス 

表示－継承 2.0 一般（CC BY-SA 2.0） 

https://creativecommons.org/licenses/by-sa/2.0/deed.ja 

🄫 OpenStreetMap contributors 

河原町三条 
（京都市役所前駅） 

※乗車・降車 
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⑶ 運行回数及びダイヤ 

毎日２回運行 

   １回目：19:27発（河原町三条）※川田道へは 19:40着，国道東野へは 19:49着 

   ２回目：20:57発（河原町三条）※川田道へは 21:10着，国道東野へは 21:19着 

 

⑷ 運賃 

  ・河原町三条～四条河原町       ： ２３０円（均一運賃区間） 

  ・河原町三条/四条河原町～川田道以東 ： ２５０円（調整運賃区間）   

※他の市バス系統と同様に，市バス全線を利用範囲とする乗車券（地下鉄・バス一

日券や敬老・福祉乗車証等）は，均一運賃区間と調整運賃区間の双方において御

利用いただけますが，均一運賃区間を利用範囲とする乗車券（バス一日券や市内

中心フリー定期券等）は，調整運賃区間では御利用いただけません。 

 

⑸ 運行開始日 

   監督官庁である近畿運輸局の認可を経て，令和３年１２月１日（水）からの運行

開始を予定しています。 

 

２ 運行までの経緯 

 ・ 今般の新型コロナウイルス感染症の影響は甚大で，バス事業者も非常に厳しい経

営を余儀なくされている中，山科地域では，令和２年１２月に京阪バスの減便が実

施され，四条河原町方面への運行回数が１８回から１２回へと３分の２に減少した

西野学区から交通局に対し，このバス路線を市バスも共に支えていただきたいとの

御要望が寄せられました。 

・ 他方，近年，自然災害が頻発化，激甚化していることなどを背景に，令和２年７

月に国において「運輸防災マネジメント指針」が策定され，その中で，市民生活と

経済活動を支える交通事業者は，災害時に事業を継続できるよう求められておりま

す。山科地域に市バス路線を有していれば，これを活用することで，災害等で地下

鉄東西線が不通となった場合や運休した場合に，代替ルートを迅速に確保すること

が可能になります。 

・ こうしたことを踏まえ，限りある輸送力の中でどういった運行が可能か，また，

地域交通に与える影響等も考慮しながら，山科地域への市バスの運行について検討

を進め，停留所の共用について京阪バスと調整を重ねてきました。その結果，今般，

京阪バスから御協力が得られ，山科地域への市バスの運行が実現することとなりま

した。 

 


